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いいまち合金夢のまち

満開l之咲い定男爵い老の花(金原高齢

舎金町民憲章
。民主主義巳徹し生活を合理化して近代的な町巴い芝しましょう。

。健康で勤労巴はげむ明るし1町巴い左しましょう。

。授能をみがき産業の開発に努め、豊かな町Cい定しましょう。

。教育を定かめ楽しく生活できる平和芯町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



今
金
町
高
齢
者
共
同
生
活
施
設

• 

s 

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定

に
お
い
て
自
立
若
し
く
は
要
支
援

と
判
定
さ
れ
、
介
護
保
険
施
設

(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

保
健
施
設
、
療
養
型
病
床
群
等
)

の
入
所
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
高
齢
者
の
た
め
に
高
齢
者

共
同
生
活
施
設
(
グ
ル
ー
プ
リ
ビ

ン
グ
)
を
建
設
中
で
す
。

定
員
は
凶
名
で

日
月
こ
ろ
か
ら

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
の
よ
う
な
人
ガ

副
聞
で
き
る
の
つ
・

-
概
ね
日
歳
以
上

・
機
能
的
に
は
自
立
し
て
い
る

が
、
何
ら
か
の
訓
練
等
を
要
援
護

高
齢
者
と
な
り
う
る
と
判
断
さ
れ

る
方
。
・
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定

に
お
い
て
自
立
若
し
く
は
要
支
援

と
判
定
さ
れ
た
方
で
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
施
設
に
入
所
し
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
必
要
と
す
る

方。

刷
用
す
る
と
き
は

と
う
し
定
ら
い
い
の
つ
・

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
の
窓

(
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
)

-

建
設
し
て
い
ま
す
。

ヨー三三三三

口
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

・
申
請
に
応
じ
て
保
健
婦
等
が
本

人
文
は
家
族
を
訪
問
し
心
身
機
能

等
の
基
本
的
な
事
項
を
調
査
し
入

所
が
必
要
か
ど
う
か
を
(
仮
称
)

「判
定
委
員
会
」
で
検
討
い
た
し

ま
す
。と

九
な
サ
ー
ビ
ス

ガ
費
け
ら
れ
る
の
?

-
M
時
間
体
制
で
へ
ル
パ

l
、
介

護
福
祉
士
等
が
常
勤
し
、
施
設
内

外
に
お
い
て
簡
易
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
心
身

等
の
機
能
低
下
を
防
ぎ
在
宅
へ
の

復
帰
に
備
え
ま
す
。
又
、
隣
接
す

る
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
か
ら

も
定
期
的
に
作
業
療
法
士
等
を
派

遣
し
簡
単
な
リ
ハ
ビ
リ
等
も
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

制
田
制
は
と
れ
く
ら
い

8
8る
の
?

-
ま
だ
未
定
で
す
(
決
定
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
)

• • 

2階平面図

高
齢
者
共
同

生
活
施
設
の

費
師
を
悪
罵

〕
内
ノ
』〔

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
こ
の
施
設

の
愛
称
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
総

合
福
祉
施
設

「と
し
ベ
つ
」
内
保

健
福
祉
課
介
護
保
険
係
ま
で

8
2
1
2
7
8
0
 

あなたのつけた名前が

施設の愛称に!

1階平面図
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農
業
委
員
決
ま
る
今
金
町
農
業
委
員
会

今
金
町
内
凶
業
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
選
挙
立
候
補
届
が

7
月
6

日
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
、
ロ
日
に

は
公
選
で
決
ま
っ
た
新
し
い
農
業

委
員
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

当
選
証
書
が
交
付
さ
れ
、
農
業
関

係
団
体
か
ら
の
推
薦
者
に
は
、
町

長
か
ら
選
任
証
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

7
月
幻
日
に
は
町
長
が
召

集
す
る
初
総
会
に
お
い
て
会
長

・

会
長
代
理
が
選
出
さ
れ
議
席
順
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
公
選
に
よ
る
委

員

ω名
と
町
議
会

・
農
業
関
係
団

体
か
ら
推
潟
さ
れ
た

5
名
の
計
同

名
で
委
員
会
が
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。会

長

会
長
代
理

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

(
敬
称
略
)

樺

口

忠

克

田

中

春

次

山

本

堂

南

川

栄

向

井

孝

一

安

藤

信

孝

山

崎

仁

長
谷
川
政
昭

村

上

忠

弘

水

野

正

則

委委 委委委

上
回
喜
三
男

伊

藤

正

行

菱

田

清

弘

仁

木

繁

夫

岸

泉

員員員員員んさ
に
町
H
F

J

、4az'
m銅
山

腕

ほ

島

い

唱

H
H

lυ

両日"・

-e

7
月
1
日
付
で

総
務
部
長
か
ら
助

役
に
就
任
し
ま
し

た。

「住
民
の
意

向
を
い
か
に
行
政

に
反
映
さ
せ
て
い

く
か
が
助
役
の
大

事
な
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。
財
政
の

厳
し

い
中
で
す

が
、
近
隣
町
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
初
心
に
帰

っ
て
取
り
組
み
た

い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し

た。
趣
味
は
料
理
作
り
、
高
校
時
代

か
ら
今
ま
で
続
け
て
い
る
ソ
フ
ト• 

， 

(. 

潤
泊
昭
夫
さ
ん
割
五
箸
叙
先
旭
日
章
蜜
露

平
成
日
年
春
の
叙
勲
で
八
幡
町

の
河
村
昭
夫
さ
ん
が
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
授
章
し
ま
し
た
。

河
村
さ
ん
は
昭
和
幻
年
に
消
防

団
員
と
な
り
平
成
2
年
か
ら
は
団

長
と
し
て
平
成
凶
年
ま
で
の
問
、

永
き
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。‘F6

月
お
日
の
祝
賀
会
で
祝
福
を
受
け
る
河
村

昭
夫
さ
ん

(左
)
と
妻
の
信
子
さ
ん

(右
)

昭
和
引
年
教
育
委
員
会
委
員
と

な
り
昭
和
必
年
か
ら
教
育
委
員
長

と
し
て
昭
和
白
年
ま
で
の
永
き
に

わ
た
り
、
今
金
中
学
校
の
統
合
を

は
じ
め
、
美
利
河
小
学
校
、
金
原

小
学
校
の
新
築
等
町
の
教
育
環
境

の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。
昭
和
臼
年
町
議
会
議
員
と
し
て

2
期

8
年
に
わ
た
り
町
政
に

参
画
さ
れ
総
務
文
教
委
員
長

と
し
て
、
町
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

ω年
か
ら
平
成
3
年

ま
で
商
工
会
理
事
及
び
会
長

と
し
て
、
商
工
行
政
の
発
展

と
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

M
年
か
ら
現
在
ま

で
、
会
長
と
し
て
永
年
に
わ

た
り
、
協
会
の
運
営
・
組
織

の
強
化
事
業
の
推
進
、

業
界

全
体
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
数
々
の
功
績
が

認
め
ら
れ
今
回
の
授
章
し
た

も
の
で
す
。

テ
ニ
ス
や
休
日
に
は
オ
ー
プ
ン
カ

ー
を
乗
り
ま
わ
す
大
の
車
好
き
。

先
日
の
行
わ
れ
た
町
民
体
育
祭
で

は
、
常
に
ポ
ー
ル
を
打
ち
返
す
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
が
災
い
し
ナ
イ
ス
キ

ャ
ッ
チ
の
競
技
で
は
と
う
と
う
ナ

イ
ス
キ
ャ

ッ
チ
で
き
ず
審
判
員
に

強
制
ゴ
ー
ル
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
。

最
後
に

「町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
諮
っ
て
い
ま
し
た
。

号
室
町
が

建
設
六
臣
事
髭
受
け
る

6
月

M
目
、
東
京
都
の
イ
イ
ノ

ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た
第
げ
固
ま
ち

づ
く
り
月
間
に
お
い
て
、
今
金
町

が
建
設
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た。
受
賞
に
至
っ
た
経
緯
は
、
旧
国

鉄
跡
地
を
緑
地
公
園
と
し
て
盤
備

し
、
ま
ち
の
顔
づ
く
り
を
行
う
と

と
も
に

l
年
を
通
し
て
町
民
の
手

人

ぴ

却

の

ら

埼
玉
県
妻
沼
町
の
一

し

か

行
お
人
が

7
月
比
日
女

を

岡

医
第
l
号
と
さ
れ
て
い

子

帥

沼

る
荻
野
吟
子
ゆ
か
り
の

時

め

妻

地
で
あ
る
今
金
町
と
瀬

悶

棚
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

3.

今
回
訪
れ
た

一
行
は
昨

年
、
東
京
で
上
演
さ
れ
た
「
命
燃
え

て」
(=
一
回
佳
子
主
演
)
吟
子
の
生
涯

を
描
い
た
舞
台
を
見
て
感
激
し
て

こ
の
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
も
の
で
す
。

一
行
は
日
日
に
瀬
棚
町
に
入
り
、

郷
土
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る

吟
子
の
遺
品
や
顕
彰
砕
を
見
学
。

翌
比
日
に
神
丘
の
天
沼
修
嗣
さ
ん
、

商
工
会
会
長
の
伴
さ
ん
の
案
内
で

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
や
吟
子
の
夫

で
あ
る
志
方
の
墓
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
丘
の
平
野
俊
春
さ
ん

の
D
型
ハ
ウ
ス
を
お
借
り
し
、
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
、
男
爵
い
も
、
軟
白
長

ネ
ギ
、
牛
乳
な
ど
今
金
町
の
味
覚

を
十
分
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
宅
き
れ
い
な
副
別
川
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
片
手

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
片
手
に
は
火
ば

さ
み
の
出
で
立
ち
で
、
住
吉
地
区

か
ら
今
金
水
門
付
近
ま
で
手
分
け

し
て
ご
み
を
拾
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

特
に
今
金
橋
下
の
駐
車
場
に
は

ご
み
が
散
乱
し
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
は

す
く
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例

年
夏
休
み
期
間
中
に
は
町
内
の
子

供
会
や
、
家
族
等
で
こ
の
駐
車
場

を
使
い
花
火
を
し
て
い
る
光
景
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
花
火
の
ご

み
は
必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
心
が
け

て
下
さ
い
。

作
り
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す

る
な
ど
、
町
を
挙
げ
て
賑
わ
い
と

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

7
月
1
日
、
槍
山
北

部

4
町
で
構
成
さ
れ
て

い
る
瀬
棚
区
保
護
司
会

が
、
役
場
前
に
お
い
て

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
佐
々
木
秀
雄

会
長
(
瀬
棚
町
)

が
朗

読
し
、
村
本
町
長
に
運

動
の
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
、
非
行
に
陥
っ
た

少
年
達
の
公
正
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
運
動
で
す
。

犯罪ゆ専行のない日目るい祉告を
第49四社会を明るくする運動• い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
!

6
月
同
目
、

今
金
姉
人
会

(狭

間
リ
カ
会
長
)
が
町
民
セ
ン
タ
ー

に
市
街
地
と
周
辺
の
高
齢
者
約
3

5
0
人
を
招
き
敬
老
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
敬
老
会
は
、
毎
年
「
敬
老

の
日
」
に
先
駆
け
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
料
理
や
飲
み
物
の
ほ
か

日
本
舞
踊
、
園
児
に
よ
る
お
遊
戯

な
ど
が
披
露
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
こ
し
て
い
ま
し
た
。

E
E
-
-

月は河川愛護月間

利
別
川
清
流
保
護
の

会
の
呼
び
か
け
で
、
官

公
庁
、
産
業
団
体
な
ど

約
i
1
0
人
が
利
別
川
の
河
川
敷

に
集
ま
り

7
月
3
日
河
川
清
掃
が

7 

圃
あ
な
た
も
公
証
人
の
作
成
す

圃
る
遺
言

(公
正
証
書
遺
言
)

・
を
し
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

ー

階

泣
言
公
正
証
容
は
、
そ
の
原
本
が

5

公
証
役
場
に
保
存
さ
れ
る
の
で
、
偽
ル

造
さ
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
す
る
心
配

配
が
な
く
、
安
全
で
確
実
で
す
。
そ

北

れ
に
秘
密
も
守
h
れ
ま
す
。

融

公
正
証
書
遺
言
は
、
次
の
手
順
で

れ

作
成
さ
れ
ま
す
.

一戸、υ
一

l

遺
言
す
る
人
が
選
ん
だ
二
人
の

H
:

町
一
P

口

証
人
の
立
会
い
の
下
で
、
遺
言
の
松

6

内
容
を
公
証
人
に
話
し
ま
す
。

件右

5

市
一

2

公
証
人
が
そ
れ
を
筆
記
し
、
遺
館

2

言
す
る
人
と
証
人
に
読
み
聞
か

函

2

せ
、
内
容
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を

3
一

ヌ
8

確
か
め
て
各
自
が
岩
名

・
押
印

刷

3

し
、
遺
言
公
正
証
書
が
で
き
あ
が
か

1

p

u月

0

り
2
す
e

制

8

3

遺
言
公
正
証
書
の
原
本
は
公
証

役
場
で
保
存
さ
れ
、
正
本
は
逃
言

場凡又

者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

町

詳
し
い
こ
と
は
公
証
役
場
へ
ご
相

A
ロ

談
下
さ
い
(
電
話
で
可
)
。
公
証
役
場

一流

は
公
の
機
関
で
相
談
は
無
料
で
す
。

低

ま
た
、
遺
言
者
が
病
気
な
ど
で
公

館

誌
役
場
へ

出
向
け
な
い
場
合
に
は
、
函

自
宅
や
病
院
な
ど
へ
出
張
し
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い。

〕A斗〔〕5
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第
科
目
町
民
体
育
祭
が
町
体
育
協
会
、

自
治
会
町
内
会
連
合
会
の
共
催
で

7
月
間

日
Z
4コ
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

新
種
目
を
含
む
ロ
種
目
巳
汗
を
流
し
ま
し

た
。タ
イ
ヤ
回
し
リ
レ
ー
で
は
、
他
の
人
の

タ
イ
ヤ
引
か
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
。
本
人

は
必
死
で
也
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
は
大
爆
笑

!

第
同
国
北
題
道
知
的
障
害

高
等
書
護
学
鮫
俄
盲
六
舎

で
総
合

2
但

ガ hr~ っとま寄 舎金盲等養護学校
位た来元を長果をな等たら日山養
に、年気 lかを持り養。 14 、陸護第
な個のよ h 報参、護こ佑 9上学 14
る人優くとソ告し 7学のお日競校固
なの勝 「 の「し村月校大手の技体北
ど部をハ 言 ぜま本 14が会季両場育海
ので哲イ業ひし 111] 日見にま日を大道
活もい!に来た長力事おとわ会会知
躍 4 ま 」 、枠。にッ総い f丁た場が的
で種しと生十報大プ 合 てわりに札障
し日たこ徒は告会と 2 今れ全 7 I幌 害
たで。た達優後の賞位 金 ま道月市高
lまえは勝町結状と高しか 8 円等

t 

円

U
口直田E胃町

第44田町民体育祭

• • 
3
年
生
の
期
意
で

宍
ま
で
届
く
!

今
金
高
等
養
護
学
校
に
お
い
て

6
月
お
日
体
育
際
が
行
わ
れ
、

今

年
で
3
学
年
全
て
が
そ
ろ
い
全
校

生
徒
M
人
で
行
わ
れ
た
体
育
祭
。

あ
い
に
く
小
雨
ま
じ
り
の
肌
寒
い

だんご3兄弟競技

天
候
の
な
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
い

っ
ぱ

い
に
生
徒
た
ち
の
あ
ふ
れ
る
パ
ワ

ー
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
競

技
が
進
行
す
る
に
つ
れ
し
だ
い
に

雨
が
強
く
な
り
、

3
年
生
の
種
白

「だ
ん
こ

3
兄
弟
」
競
技
を
含
む

3
種
目
が
体
育
館
の
中
で
実
施
す

る
準
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

「ど
う
し
て
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
や

り
た
い
と
」
と
い
う
3
年
生
の
熱

意
に
よ
り
競
技
を
続
行
、
そ
の

後
、
3
年
生
の
熱
意
が
天
に
通
じ

町
民
体
育
祭
結
果

3準優
優

位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位勝勝

7 

種光商南寒東中日 本 曙高栄 豊 末金御大農大神八南

のL栄の
川里地町昇町里町町町町町田町原影北村南丘東町

和

6 

和

8 

広

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

美

た
の
か
、
雨
も
だ
ん
だ
ん
小
降
り

に
な
り
最
後
の

「リ
レ

l
」
競
技

の
と
き
に
は
雨
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
結
局
、
全
種
目
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
3
年
生
の
熱
意
に
脱
帽
!

-P
々
ハ
雲
令
室
鰻
ガ

花
で
い
つ
ほ
U
G
I

4

司
美
利
河
小
学
校

(6
月
初
日

i霊働会ヌナいJつ。

V八束小学校(6月19日)

V神丘小学校 (6月20日)• 
ヘkv 

hv
光
の
里
学
園

(
7
月
4
日

)
 
ロ凶
作

h
v

同
門

h
F
槍
山
北
高
校
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た

6

八
雲
今
金
線
花
植
え
作
業

(
6
月
日
日
)
担拭窓の-v

 

j
 
ナタスt

 
J
 

4
司

4ifir辺正蔀故福田病府自由面白固ま晶弘』

6
月
幻
目
、
今
金
中
学

校
野
球
部
に
父
兄
か
ら
ピ

ッ
チ
ン
グ
マ
シ

l
ン
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
球
部
に
も

っ
と
強
く
な

っ
て
全
道
、

全
国
へ
行
け
る
よ
う
な
チ

ー
ム
に
な
っ
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
、
野
球

部
の
父
兄
が
お
金
を
出
し

合
っ
て
購
入
し
た
も
の
で

す
。
贈
呈
式
終
了
後
早
速

父
兄
が
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ

ー
ン
に
挑
戦
。
玉
の
出
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
か
な
か

っ
か
め
ず
、
思
う
よ
う
に

前
へ
飛
ん
で
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
い
う
不
安
の

中
、
生
徒
と
の
交
流
試
合

が
始
ま
り
、
結
果

は
予
想
通
り
生
徒

に
軍
配
が
あ
が
り

ま
し
た
。

Vオランダ公園付近清掃活動(6月16日)

V種川小学校 (6月20日)
V豊寿園レクリ工ーション(7月11日)

企金原小学校 (6月20日)

国
の
教
育
ロ

I
ン
の
ご
案
内

高
校
や
大
学
・
専
門
学
校

・
各

種
学
校
な
ど
へ
進
学
す
る
た
め
の

諸
費
用
や
、
在
学
中
の
授
業
料

・

下
宿
代
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
に

必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制

度
と
し
て
、
低
利
な

「国
の
教
育

ロ
l
ン
」
が
お
役
に
立
ち
ま
す
。

(
海
外
の
学
校
へ
の
留
学
資
金
も

可
)

ご融資の概要

ご融資額 学生 ・生徒お 人につき200万円以内

手11 E容 年2.3%(固定金利)[平成11年6月l日現在]

)0年以内

ご退前期間 交通遺児家庭および母子家庭の方については

l年の延長が可能です.

据 置 期間 在学期間以内で冗金の据置ができます。

(ζ返済期間に吉まれます。)

保 証 制教育資金融資保証基金または保証人

(j品以上)

毎月冗手11均等返済

ご返済方法 ポ ナス月増額返済(ご融資額の2分の l以内)や

ステップ返済(ご遅摘を造中で閉額するもの)もできます。

※
ご
相
談
先

国
民
金
融
公
庫
函
館
支
庖

教
育
口

l
ン
係

8
0
1
3
8
2
3
8
2
9
1
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家
畜
只
直
D
E
で
わ
が
家
の
臼
瞳
競
い
白
う
，
.

7
月
時
目
、
道
南
農
業
共
済
組

合
裏
の
会
場
に
お
い
て
、
第
初
回

今
金
町
畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
、

手
嵐
に
か
け
て
育
て
あ
げ
た
乳
用

牛
・
肉
用
牛

・
馬
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
出
陳
さ
れ
た
の
は
乳
用
牛

引
頭、

肉
用
牛
お
頭
、
馬
刊
誌
践
の

計
鈎
頭
で
、
審
査
員
が
各
部
門
、

年
齢
ご
と
に
一
頭
一
頭
審
査
し
自

慢
の
体
形
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

中
に
は
審
査
員
が
迷
う
ほ
ど
甲
乙

つ
け
が
た
い
部
門
も。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

-
乳
用
牛
の
部

・
未
経
産
牛
部
門

。
段
高
位
災

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

ー
チ
ャ
ー
ル
ズ

鈴

木

ア
イ
ボ
リ

レ
オ
真
(
鈴
岡
)

-
経
産
牛
部
門

。
最
高
位
災

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

フ
7
1

ク
リ
ス
ト

ア
ス
タ
ー

鈴

木

・
肉
用
牛
の
部

.
仔
牛
の
部

。
最
高
位
貨

千

葉

.
未
経
産
牛
の
部

。
最
高
位
賞

ひ
で

5

加

藤
一
照

市
(
金
原
)

.
経
産
牛
の
部

。
最

高

位

貨

は

っ
た
か

荒

川

力

蔵

(

金

原

)

京
(
鈴
岡
)

ゆ
き
ふ
く
進
(
種
川
)

-
馬
の
部

。
最
高
位
賞

ク
マ
イ
シ
チ
ェ
リ
ー

村

上

英

雄
(
白
石
)• 

， 

• 

⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
⑧
 

四
年
生
を
美
利
河
で
む
か
え
て

美
利
河
小
学
校
四
年

三

浦

奈

都

さ

ん

私
は
美
利
河
に
き
て
二
年
目
で

す
。
美
利
河
で
三
年
生
を
む
か
え

て

一
年
た

っ
て
、
も
う

一
年
い
る

こ
と
に
し
た
。
四
年
生
も
美
利
河

で
む
か
え
た
。

三
年
生
、
四
年
生

と
美
利
河
で
む
か
え
ま
し
た
。
美

利
河
小
学
校
は
、
都
会
の
学
校
よ

り
、
た
く
さ
ん
行
事
が
あ
っ
て
と

っ
て
も
た
の
し
い
で
す
。
去
年、

全
校
十
一
名
、
私
た
ち
の
一
二
、
四

年
の
教
室
は
、
二
一年
生
が
三
人、

四
年
生
が

一
人
で
合
計
四
名
で

す
。
先
生
は
、
今
年
き
た
、
榊
原

先
生
で
す
。
私
と
い

っ
し
ょ
は
じ

め
て
の
美
利
河
で
す
。
私
は
、
牛

の
世
話
を
し
て
い
る
、
少
し
遠
く

は
な
れ
た
丸
山
さ
ん
の
家
に
世
話

に
な
っ
た
。
牛
の
ほ
ん
物
は
は
じ

め
て
み
た
。
び

っ
く
り
し
た
。
丸

山
さ
ん
の
家
か
ら
、
学
校
に
通
う

道
は
、
と
て
も
大
へ
ん
だ

っ
た
。

私
は
毎
日
、

い
つ
か
三
十
分
で
こ

の
道
の
り
を
行
け
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
し
ん
じ
て
歩
き
ま
し
た
。

は
じ
め
の
こ
ろ
は
、
ち
こ
く
ば
か

り
し
て
と
て
も
大
へ
ん
で
し
た
。

私
は
、
少
し
ふ
あ
ん
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
何
か
と
い
う
と
、
冬
休

み
な
ど

一
人
で
行
き
帰
り
で
き
る

か
ど
う
か
を
心
配
し

て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
、
美
利
河
に
帰
る
と

き
、
丸
山
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、
ち

ょ
う
ど
旅
行
を
し
て
い
て
、
ち
と

せ
空
港
で
ま
ち
あ
わ
せ
を
し
ま
し

た
。
冬
休
み
、
一
人
で
美
利
河
か

ら
、
名
古
屋
ま
で

一
人
で
帰
る

目
、
ド
キ
ド
キ
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
日
、
長
万
部
駅
ま
で
丸
山
さ

ん
に
つ
れ
て
い

っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
、
横
で
歩
い
て
い

る
、
あ
る
お
ば
さ
ん
が
い
ま
し

た
。
駅
の
ホ
ー
ム
で
そ
の
あ
ば
さ

ん
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
山
村
り

ゅ
う
学
の
こ
と
を
は
な
し
ま
し

光
協
会
の
主
催

で
7
月
げ
日
デ

.モ
l
レ
ン
広

場
で
行
わ
れ
、

楽
し
い
ゲ

l
ム

や
駅
伝
競
争
大

た
。
そ
の
お
ば
さ
ん
は
、
美
利
河

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
。
電
車
に
の

っ
て

一
時
間
く
ら

い
の
時
間
で
函
館
に
つ
い
た
。
お

ば
さ
ん
は
、
長
万
部
の
人
だ
け
ど

病
院
だ
け
に
、
函
館
ま
で
き
た
ん

だ
と
言
一
っ
て
い
ま
し
た
。
函
館
空

港
ま
で
行
く
パ
ス
に
の

っ
た
ん
だ

け
ど
ま
ち
が
え
て
、
市
内
パ
ス
に

の
っ
て
し
ま
い
、
ひ
行
機
の
時
間

ギ
リ
ギ
リ
に
つ
き
ま
し
た
。
よ
か

っ
た
!
と
思
い
ま
し
た
。
名
古
屋

に
つ
い
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
、

「奈

都
に
し
ら
な
い
人
か
ら
手
紙
が
き

て
る
よ
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
見
て

み
る
と
、
長
万
部
駅
で
知
り
合
っ

た
小
松
さ
ん
、
と
い
う
人
か
ら
手

紙
が
き
て
い
ま
し
た
。
小
松
さ
ん

国民健康保険税が改正されました

今金町国民健康保険税条例の一部が6月定例議会にお

いて可決され、 表のとおり改正されました。

この税率決定に当たっては、老人保健拠出金の大幅な

伸びがあり ましたが、景気の落ち込みによる経済状況な

どを考慮、し、前年度からの繰越金や基金の取り崩 し等に

より、応能 ・応益割合を一部調整したのみで、ほぽ現行

どおりの据え置きとなりました。

増減平成10年度平成11年度

国民健康保険税の改正表

分区

O. 14 

ム2.20 

。

100分の 6.50

100分の50.00

23.800円

100分の47.80

100分の 6.64

23.800円

税

4究

被保険者均等割額

割

事訓

t昇

産

所

資自巨

応

応

税

官官ふの @~lßも
固~年命@[!切凪~@守す
ctzi/!でff.lff.!Jo.λパYフス士20.歳以止四'ftfE'E>.Jff 1 
IIt(J!I$骨まと L て、必ず'tB!i!fFi企i::!Jo.λ i-~げ打1;1

6~(~フでωまれ

保険料納付額ー月額13，300円{附l昨即

選語家
牢生にとって、保険料の負担が重くなりすぎない

ように、特別な免除制度が設けられています.

同居か別居か、国公立の宇生か私立かにより.免

除となる親の所得基準額が定められています.

ただし、学生本人に所得税が課税されているとき

は、免除されません.

〈わしくは、 国民年金窓口までご相談下さい.

学生時代に免除を受けても、後か

ら追納(10年前までさかのぼれます)

すれば、将来満額の老齢基礎年金が

受けられます. 

• • 
は
そ
の
あ
と
、
美
利
河
小
学
校

に
、
電
話
し
て
、
私
の
家
の
住
所

を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
か
い
て
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、

も
う

一
回
会

い
た
い
な

l
。
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
か
ら
、
名
古
屋
か
ら
、

美
利
河
、
美
利
河
か
ら
名
古
屋
へ

行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
、
四
月
三
日
に
美
利

河
に
一

人
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
宮
越
さ
ん
に
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
今
年
は
、
去
年
よ
り

何
人
か
多
く
な
っ
て
同
人
に
な
り

ま
し
た
。
新

一
年
生
、
新
し
い
先

生
が
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
愛
知
県

か
ら
き
た
子
が

一
人
い
る
か
ら
、

い
っ
し
ょ
に
帰
れ
る
と
い
い
な
!

と
思
い
ま
す
。

Mm
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

-E主主宜砿周目若宮~司官if.市fi'ヨ・

必

特別弔慰金が支給されます

ゾ対象者 戦没者死亡当時の三親等内親族で次の袈刊をすべて満たす方

l 第六回特別弔慰金国庫債券の受給権を取得していないこと

2 平成11年4月i日現在、公務扶助料、遺族年金等の受給

織を有する遺族がいないこと

徹面24万円、6年償還の記名図的 、
平成14年3月31日まで(平成11年4月I日から実施しています。)、

町民限町民係

万で込ちョ ー、五

単23受音田ご遺族囚耐おさまへ
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あ
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か
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か
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石
蹴
り
の
輸
の
は
み
出
た
る
片
蔭
り

盤
も
が
鏡
み
や
す

と
の
主
旨
に
よ

i 藤井藤
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は 知 みみ翠
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杉

本

あ
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戸
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~瀬棚町~ ~北槍山田~ ~八雲町~
~夏・マリンスポーツ~ 〈きたひやま夏まつり〉 制潟 J¥雲ユーフッコm火大会
夏といえばマリンスポーツ、マリ -竜神鋼みこじレース・ +日 時 8月14日(土)
ンスポーツといえば「せたな」。 -日 時/8月15日(日) 午後7時~
今年の夏は、せたなの海で Let' s 

午後5時~ @会場 遊楽部川河川敷地(元町)ride 011 the surf 
.施設 B&G海洋センター艇庫 争場所/公園通り特設コース アトラクションとしてYOSAKO

(海水浴場となり) (洞1泉ホテルきたひやま横 Iソーラン踊りなどがあ ります。
.使用料

から北檎山郵便局) ※悪天候の場合は、順延して行いま力ヌーボートウインドサーフィン[2時間叩O円]
出初心者の方には、インストラクタ が指導します。 .優勝賞金/20万円! す。(最長B月22日(日)まで)
マ1)ノジヱツ卜遊貰 [1人 l回 200円] 《お問い合わせ先》 《お問い合わせ先》
《お問い合わせ先》

北橋山町商工会 八雲観光協会(商工会内)教育委員会社会教育課

[担当篠塚 ・平山 801378-7-3322] (801378-4 -5406) 801376-3 -2525へ。

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~
~真夏のハイフイト~ *楓崎柿祉例大祭* 温泉紹介『湯とぴあ目別』

-おじゃまんべ夜みこじ行~J・ 神輿ilft.御につづき、古くは京都祇 古くから 「ランフ。の湯の宿」として
スポットライト・ちょうちんなど 園祭の流れ汲む町内毎8台の山車の 親しまれてきた“臼別祖泉"が装いも
で飾り付けをした山車やみこしが、 巡行。 山車それぞれの独自の太鼓お

新たに変身。
歩行者天国になっているストリート 蝶子の防!き比べや、一声かけての山

春夏の緑はもちろん、秋の紅葉のを激しく練り歩吉、勇壮な姿を観客 車参加ができます。
に披露します。 夜 7時からは、町若手有志による 美しさも楽しめる「湯の里」として評

-日 時 8月10日(火) 事"輿の練り歩きやYOSAIく01の 判です。
午後7時30分~ 競演もあり、一段と華やかな夏のー @場所大成町字宮野

.場所 本町 ・元町商庖街 夜を満喫しよう。
(国道沿いに看板あり)

メインストリー卜 -日時 ・場所
《お問い合わせ先》 8月14日 関内出発~根崎 -料金無料

長万部町商工会 15日 鮎川出発~根崎 ※お心のある方には、清掃協力金と

(8 01377-2 -2270) -山車行予1)(午後1時出発) して100円頂いています。

No.16 ]リド-JL交滝本ツトワーヲ陪報6
月
か
ら
「
北
海
道
苦
情

審
査
委
員
制
度
」
ガ
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

道
で
は
、
道
政
に
関
す
る
苦
情

を
受
け
付
け
、
簡
単
な
手
続
き
で

問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た

「北
海
道
苦
情
審
査
委
員

制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
本
人
の
権
利
利

益
に
係
わ
る
こ
と
で
、
道
が
行
っ

た
行
政
処
分
や
行
政
指
導
等
に
不

平

・
不
満
が
あ
る
と
き
、
道
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
申
し
立
て
に

基
づ
き
、
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

苦
情
審
査
委
員
が
、
本
人
に
代
わ

っ
て
関
係
す
る
道
の
機
関
の
措
置

内
容
を
調
査
す
る
な
ど
苦
情
の
解

決
に
向
け
て
、
簡
易
か
つ
迅
速
に

処
理
を
行
い
ま
す
。

苦
情
の
申
し
立
て
は
、
道
庁
l

階
の

「道
民
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の

ほ
か
、
各
支
庁
に
あ
る
「
道
民
相

談
室
」
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
郵
便
や
F
A
X
で
も
申
し
立

て
が
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。詳
し
く
は
、
北
海
道
道
民
相
談

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

• 

t 

さ
い
。
8
0
1
1

2
3
1
1
4
1
1
1
 

(
内
線
2
3
4
4
1
、

2
3
1
4
4
2
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m
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個
人
事
業
税
第
1
期
分
の

納
期
限
は
8
月
幻
自
で
す

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務

所
や
事
業
所
を
設
け
て
事
業
を
行

っ
て
い
る
個
人
の
方
に
、
そ
の
事

業
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
課
税
さ

れ
る
道
税
で
す
。

納
期
内
納
税
に
ご
協
力
下
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

倦
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
徴
収
係

8
0
1
3
9
5
2
1
0
1
0
 

内
線
2
3
6
2

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

は
必
ず
期
限
内
納
付
を
!

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

「
消
費
者
か
ら
の
預
か
り
金
」
と

も
言
え
る
税
で
す
。

定
め
ら
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
、
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま

す。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
あ

の

人

は

い

ま

と

乙

に

!

「
行
方
不
明
者
相
談
所
」
閉
器
の
お
知
ら
せ

北
海
道
警
察
で
は
、
江
差
警
察
署
で

次
の
日
程
に
よ
り

「行
方
不
明
者
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

家
出
を
し
た
入
、
行
方
不
明
と
な
っ

た
人
の
こ
と
で
相
談
さ
れ
た
い
方
(
親

族
、
保
護
者
等
)
は
、
お
気
軽
に
お
い

で
下
さ
い
。

関
係
者
の
方
の
名
誉
と
秘
密
は
厳
重

に
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

下
さ
い
。

開
設
日
程

9
月
9
日
(
木
)
北
海
道
瞥
察
江
差
署

槍
山
郡
江
差
町
字
上
野
町
3
0

8
0
1
3
9
5
2
1
0
1
1
0
 

平成12年度

棺山室IT管内町柑職員
採用資格試験案内

8月13日 (金)まで

9月19日(日)

北槍山町 (槍山北高校)

申込書用紙の請求先及び詳しい

お問い合せは

82-0111 ((役場総務課まで》

受付期間

第 1次試験

試験地• • 
大学校

海上保安 学生募集
学校

0受付期間
大学校 8月26日-9月7日
学校 8月16日-8月30日
O受験資格
大学校 昭和54年4月2日以降に生まれた者で次に掲げるもの
学校 昭和51年4月2日以降に生まれた者で次に掲げるもの
l 高等学校を卒業した者及び平成12年3月までに高等学校を卒業
する見込みの者
2 高等専門学校の第3学年の課程を修了した者及び平成12年3月
までに高等専門学校の第3学年の凱程を修了する見込みの者
3 その他、大学入学資格検定に合格した者等人事院が1に掲げる
者と同等の資格があると認める者

0詳細についてのお問い合わせは
瀬棚海上保安署(2'lO1 3 7 8 -7 -3 9 9 9) 

社会福祉協議会だより
11・7.10 

※光白星学岡、盟舟圏、社会福祉協誠会への多額のご寄付、

ご厚意ありがとうございました。 (敬称略)

《瀬棚町》 浜 西 {言 義 北海道銀行脚 多 田 守 伸
東洋τケ薬研柏山蛍業所 石 津 兼 さ わ 主? 庖 由 浅 食 堂
田敏己 岸 波 金 事F酋 回 商 庖 杉 本本 吊d 子

辻 勝 年 佐 日告 勇 治 戸 室 旬同コ、 義 杉 山 育 果
単語 入 泰 宏 出 畑 美 純 伊 藤 文 t/r 内 正 夫
近 藤 喜 教 高 ヰf 堂 鈴コ岡←連フ合自治会 菊寿司
杉 H ミノエ 大 塚 陽 子 A いまかね庖 君ちゃんラーメン
森 回 ト y )11 つr )v 大 谷 長 日告 山 口 秀 輝
《北槍山町》 《東藻琴村》 豊 寿 国 づ4 賀 芳 見
北海道電力障北楠山官業所 原 紺 盛 雄 今 金 町 町 r可 y古 弘
尾 聖子 1専 美 《小梅市》 今金町議会 F品， 回 腐
高 橋 畜 産 喜 、多牧 白

目、'.住 士口 淳 伊 束 正
天 羽 Il'i 勉 《苫1) 市》 米 山 素 子 古 )11 三 代子
本 多 浩 泉 正 幸 細 )11 あさえ 児 玉 圏 子
*ハイ ヤ 《滝川市》 側べ し、 ゆ 石 井 禎 子
jt LU 栄 高 倉 男 ふじかわ商庖 石 井 H現 子
《大成町》 《むつ市》 上 輝 彦 石 井 洋 子
大 野 敏 己 p民 田 英 ag 

嶋橋
ト 、、 今金第卜第2老人クラブ

《江差町》 《札幌市》 高 実 今金ライオンズクラブ
久保田 イ午 美 片 岡 洋 山 北 紀 義 松 永 正 義
《上ノ国町》 r也 田 克 彦美 今金町観光協会 栗

山 ミ+戸 雄
柑H 原 孝 雄 佐 藤 優 会長水野 進 大 倉 行 雄
《長万部町》 宮 前奇 男 今金町尚 工 会 今今金町民生児童委員協議会
出 水 m 子 岡 田 久 ィ工 会長伴 常雄 野佑
高 橋 ノ、 ル 北 主命 H恒 今金郵便局 今金婦人会
《大野町》 《東京都》 今金町青年団体連絡協議会 竹 内 キL 子
酒 井 祐 光 -fEdT J 告自 正 彦 原 出甘 綾 子 安 H怯 チ ヨ
jt 向島 武 割t 《今金町》 下 山 敏 tl'i 波 芳 雄
《上磯町》 千葉げん太後援会 酉 雪 ?青 輝 多 回 絹 子
波 辺 H百 !II 自奇 優 治 古 谷 哲 男 車台 木 史、
佐 藤 輝 代 矢 ~I 繁 水 本 美智子 4入， ヰf 規 子
《知内町》 奥 井 d叫仏3、 男 佐々木金物広 織 回 順 子
五 十嵐 史 自1¥内ケ島 京 干 曽我井 伸 之 織 回 ス 工
《函館市》 今金音楽愛好会 白 山 商 庖 田 キf 共 子
佐々木 夫 種川婦人会 堀 井 幸 男 神丘連合 自治会
はいや建築設計事務所 井 H 5且." JJn 藤 千 代 会長田中春次
久 保 周 中 村 恭 子 今金町社会福祉協業議所会 伊 J;/[ フミエ

ゲ品f 次 千 恵子 石 塚 {二 佐藤板金工
田 珠 代 77ミリ ンヨップナイトウ ア力シヤストア

函館安田総合保険事詰所 神丘小学校 川原ふとん庖
福原 ・工 藤 千葉呉服庖 安 藤 馨

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八

雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

8
0
1
3
7
6
1
3
1
2
1
4
8
 

平
成
日
年
度
国
家
公
務
員

入
国
警
備
官
採
用
試
験
案
内

受
験
資
格

昭
和
日
年
4
月
2
日
i

昭
和
幻
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

受
験
期
間

8
月
凶
日
1

8
月
初
日

第

l
次
試
験

9
月
初
日

第

2
次
試
験

9
月
幻
日

試
験
に
関
す
る
照
会
先
は

人
事
院
北
海
道
事
務
局

8

(
0
1
1
)
 っL
A
-
-
4
I
1
1
4
n
4
A吐
0
0

ご存じですか
『験察富宣告』

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に

あ
い
、
加
担
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
、
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お

持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

ご
相
談
は
お
気
軽
に
l

函
館
検
察
審
査
会
事
務
局
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つ
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
伐
木
作
業
中

に
鋸
く
ず
を
こ
の
窓

に
か
き
集
め
、
歯
と

歯
の
聞
に
鋸
く
ず
が

つ
ま
る
目
づ
ま
り
を

防
ぐ
た
め
の
改
良
で
、

窓
鋸
の
出
現
は
伐
木

作
業
の
能
率
を
著
し

く
高
め
ま
し
た
。

窓
鋸
は
、
外
国
製
の
鋸
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
考
案
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
北
海
道
で
は
大
正
末

期
に
一
部
の
地
方
で
使
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
道
的
に
普
及
し
た
の
は

〕
内

41
 
〔

わ

困

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

間

漏

出

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

版
図
F

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

G

目
白

熱
意
を
も
っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二
l
三
四
八
八

第273号

7月号 「ふるさとモノ語りJと 「わたしの生涯学習」の写真が入れ違っていました.深くお綻びいたします.

子
育
て
の
知
恵
袋

(1) 

窓
鋸
(
ま
ど
の
こ
)

~議事涯をJ鍾切

写
真
の
の
こ
ぎ
り

は
こ
の
た
び
嶋
喜
好

さ
ん
(
末
広
町
)
か

ら
寄
贈
の
あ
っ
た
窓

鋸
で
す
。
の
こ
ぎ
り

の
歯
の
部
分
に
数
個

か
ら
十
個
近
く
の
大

き
な
窓
(
窪
み
)
を

。
食
事
|
好
き
嫌
い
せ
ず
楽
し
い

食
事
の
た
め
に
は
つ

好
き
嫌
い
が
あ
る
場
合
、
無
理

に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
逆

効
果
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
と
楽

し
い
食
事
の
雰
囲
気
つ
く
り
が
大

事
で
す
。
①
間
食
は
控
え
る

空

腹
で
食
事
に
向
か
え
る
よ
う
に
。

間
食
は
食
事
の
後
に
少
し
だ
け
与

え
る
な
ど
の
工
夫
を
。
②
楽
し
い

雰
囲
気
e
つ
く
り
を
!
大
人
自
身
が

お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
。
家
族
そ

ろ
っ
て
食
べ
る
努
力
を
。
③
調
理

方
法
|
好
き
な
も
の
ば
か
り
を
与

え
ず
、
調
理
方
法
を
工
夫
し
な
が

ら
。
④
根
気
づ
よ
く

子

供

の
言

い
な
り
に
な
ら
ず
繰
り
返
し
教
え

る
。
⑤
遊
び
の
中
で
|
偏
食
を
テ

ー
マ
に
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
マ
マ
ゴ
ト
遊
び
を
通
じ
て
。

乳
幼
児
期
の
子
育
て
は
、
家
庭

で
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
が
基
本
で

す
。
家
族
，く
る
み
の
理
解
や
取
り

組
み
が
重
要
な
の
で
す
。

子
育
て
|
よ
く
聞
き
慣
れ
身
近

な
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
、
今
ほ
ど
そ

の
重
要
性
が
叫
ば
れ
、
乳
幼
児
期

か
ら
の
子
育
て
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
実
際
に
保
育
所
、
幼
稚
園
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
子
育

て
の
知
恵
袋
」
で
は
様
々
な
取
り

組
み
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

〈文化財務錆38)

昭
和
初
年
以
降
で
す
。
窓
は
当
初
、

歯
の

6
1
8
本
間
隔
に
つ
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
四
本
、
二
本
間

隔
と
そ
の
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

参
考
文
献
「
北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

点
が
な
い
で
す
。
会
員
の
中
に
聴

覚
障
害
者
が
い
な
い
の
で
、
手
話

が
実
際
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
ど

う
か
不
安
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
J

「手
話
は
ひ
と
の
た
め

に
も
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
た
め

と
恩
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。
手
話

は
何
よ
り
も
顔
の
表
情
が
大
切
で

す
。
高
校
生
の
若
い

2
人
に
負
け

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
」

昨
年
の
総
合
文
化
祭
で
は
、
歌
を

歌
い
な
が
ら
同
時
に
手
話
を
行

い
、
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今

年
も
こ
れ
か
ら
文
化
祭
に
向
け
練

習
に
取
り
組
む
そ
う
で
す
。

北
部
桧
山
手
話
の
会

(会
長
長

谷
川
キ
ヨ
シ
さ
ん
)
は
、
昭
和

ω

年
1
月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
は
高

校
生
2
名
を
含
む
7
名
の
会
員
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
週
1
回
の
研

修
会
の
他
に
他
町
へ
出
向
い
て
各

自
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
は
か
つ
て

い
ま
す
。
管
内
の
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
福
祉
大
会
が
あ
る

と
き
は
桧
山
支
庁
か
ら
通
訳
の
依

頼
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「指
文
字
や
単
語
は
初
心
者
に

も
党
え
や
す
い
の
で
す
が
、
上
達

す
る
に
つ
れ
て
、
さ
ら
に
難
し
く

な
り
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
到
達

私
た
ち
の
生
涯
学
習

• 

• 

， 

• 

• 

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}す

内

S
R
V

ま

)

)

リ

2
日
ほ
1
4
日
休
桧
山
少
年
夢

か

と
友
情
の
旅
有
森
県

に

3
白
川
1
4
日
制
ジ
ュ
ニ
ア
ス

漏

イ
ミ
ン
グ
フ
エ
ス
タ

l
n
脅

ピ
リ
カ

問

。∞

ク
ア

守

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

姐

5
日
同
1
8
日
間
北
海
道
ジ
ユ

閑

ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
国
立
大

晦

雪
青
年
の
家

時

6
日
必
1
8
日
目

ド
リ
ー
ム
パ

の

(
ス
ツ
ア
川
支
妨
湖
周
辺

在

7
日
幻
1
U日
幻

ニ
ュ

l
ジ
l
c

ラ
ン
ド
中
学
生
派
遣
事
業

抗

日
日
制
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク

l
で

(
ル

i
n
と
し
べ
つ
(
小
学

番自
u

生
の
部

)

9

0∞
と

5

し
ベ
つ

5

U
日
出

今

金

町

成

人

祭

凶

寸

ω
町
民
セ
ン
タ
ー

2

日
日
開
1
凶
日
制
北
海
道
ス
ポ

&

-
ツ
少
年
団
ジ
ュ
ニ
ア
リ

謝

|
ダ
l
ス
ク
ー
ル
ピ
リ

電談

カ

3

同
日
間
1
m
m日
間
国
際
交
流
の

の

つ
ど
い

ど

幻
自
出

1
n日
叩

桧

山

P
T
A
似

迎
合
会
研
究
大
会
奥
尻

じ

〕、

町

L
ほ

|

〔

去
る
7
月
9
日

(
金
)
上
ノ
国

町
ジ
ョ
イ
じ
よ
ぐ
ら
を
会
場
に
少

年
の
主
張
槍
山
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
管
内
各
町
を
代
表

す
る
中
学
生
幻
名
が
演
台
に
向
か

い、

今
の
自
分
が
感
じ
て
い
る
こ

と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
会
場
を

l
l
l」
思
め
た
聴
衆
に
訴
え
か

会
，

一
け
ま
し
た
。

u

一

今
金
か
ら
は
ク
ラ
ス

ま

り

一
予
選
、
全
校
本
選
を
通

t
よ
一
過
し
た
桑
原
志
帆
さ
ん
、

'

会
一今
野
紗
矢
香
さ
ん
が
出

t
ゴ
半
場
し
熱
弁
を
振
る
い
ま

削

一
し
た
。
桑
原
さ
ん
は
、
学

巴

出

校
を
往
復
す
る
毎
日
に

1
4

桧

一飽
き
、
面
倒
に
な
り
か

E
選
け
た
あ
る
日
、
勉
強
や

£・

ト与
友
達
な
ど
学
校
を
通
じ

t
年

一
て
得
る
も
の
の
多
さ
が
、

幽
守
少
一自
分
に
と

っ
て
か
け
が

~
一
え
の
な
い
も
の
だ
と
気

同
門

一づ
く
ま
で
を

「学
校
と

し
H
l
t
L
い
う
と
こ
ろ
」
と
い
う

演
題
に
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

野
さ
ん
は
、

「自
分
を
変
え
た
出

来
事
」
と
題
し
、
よ
さ
こ
い
踊
り

を
通
じ
て
補
祉
施
設
を
慰
問
し
交

流
を
も
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
障

害
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
心
の
動

き
の
変
化
と
福
祉
へ
の
思
い
を
語

元
唱
え
ど
h
T
ふ由
h

p

長
H
1

・・

J
謡
』
ヨ
も

岳
民
刻

F
M明
川
医
将
司

t
占事
9
J
J向
。
晶
彊

R
E月

コ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
終
わ
る

i

カ
泣
跡
付
近
を
会
場
に
実
施
し
ま

し
た
。
旧
石
器
時
代
人
が
町
揺
ら
し
た
場

所
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
石
器
を
作

っ
て
、
食
物
を
切
る
。
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
l
、
ゲ
ー
ム
、
き
も
だ

め
し
で
は
大
学
生
と
も
仲
良
く
な

れ
ま
し
た
。
満
天
の
星
空
の
下
で

は
ど
ん
な
こ
と
が
語
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
寝
不
足
の
子
も
い
た

よ
う
で
す
が
、
川
で
の
釣
り
体
験

な
ど
全
員
元
気
に

2
日
間
の
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

身
近
な
自
然
や
歴
史
を
素
材
と

し
、
そ
の
中
で
遊
び
、
学
び
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
発
見
を
し

た
こ
と
と
患
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
大
き
な
発
見
は
、
学
校

や
学
年
を
超
え
た
交
流
が
で
き
た

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ー
チ
ビ

ツ

り
か
け
ま
し
た
。

演
台
に
向
か
う
発
表
者
に
は
、

H

冷
め
て
い
る
H

H

無
感
動
M

な

ど
の
言
楽
に
表
さ
れ
る
よ
う
な
姿

は
微
塵
も
な
く
、
む
し
ろ
大
人
が

忘
れ
か
け
て
い
る
こ
と
や
日
常
の

中
で
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な
テ

ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

緊
張
感
を
跳
ね
飛
ば
す
堂
々
と
し

た
論
調
に
は
迫
力
さ
え
感
じ
、
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
聞
き
入
る
地

元
中
学
生
の
姿
と
と
も
に
爽
や
か

な
感
動
を
党
え
ま
し
た
。
中
学
生

た
ち
の
柔
軟
な
発
想
と
思
考
力
を

目
の
前
に
し
た
と
き
、
大
人
自
身

も
生
き
生
き
と
し
た
自
分
の
豊
か

な
心
を
取
り
戻
す
こ
と
の
大
切
さ

を
強
く
感
じ
た
大
会
で
し
た
。

こ
の
頃
外
で
元
気
に
遊
ぶ
子
供

達
の
姿
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
遊

び
に
対
す
る
意
識
や
社
会
の
変
化

に
よ
っ
て
、
自
然
と
ふ
れ
合
う
機

会
が
薄
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

教
育
委
員
会
で
は
、
自
然
の
中

で
生
活
す
る
こ
と
か
ら
自
分
な
り

に
何
か
を
発
見
し
て
も
ら
う
こ

と
、
キ
ャ
ン
プ
に
役
立
つ
知
識
や

技
術
の
習
得
と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
図
る
こ
と
、
更
に
は
ピ
リ
カ
逃

跡
で
暮
ら
し
て
い
た
旧
石
器
時
代

人
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に

7
月

ω日
(
土
)

1
U

日
(
日
)
の
2
日
問
、
町
内
の
小
学

生
お
名
と
北
海
道
教
育
大
学
岩
見

沢
校
の
学
生
ゆ
名
の
参
加
で
ピ
リ



《
介
護
認
定
審
査
会
が

槍
山
北
部
4
町
共
同
で

実
施
さ
れ
ま
す
》

介
護
保
険
制
度
の
介
護
認
定
審

査
会
は
稽
山
北
部

4
町
(
合
金

町
、
北
稽
山
町
、
瀬
棚
町
、
大
成

町
)
で
実
施
い
だ
し
ま
す
。

槍
山
北
部
4
町
で
介
護
認
定
審

査
会
を
行
う
こ
と
巴
よ
り
次
の
よ

う
怠
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

月みんなの8 
者高t

要介護認定を共同で行います

①
保
険
運
営
を
共
同
設
置
す
る
こ

と
巳
よ
っ
て
保
険
財
政
の
安
定

と
保
険
料
水
準
の
平
準
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

②
介
護
認
定
審
査
委
員
の
確
保
が

容
易
と
な
る
他
、
各
町
の
審
査

委
員
が
共
同
で
審
査
す
る
た
め

審
査
判
定
の
公
正
性
が
保
た
れ

ま
す
。

③
広
域
的
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

を
行
う
こ
と
仁
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
が
確
保
さ
れ
ま

す
。

④
特
別
の
地
方
公
共
団
体
と
な
り

よ
り
専
門
的
怠
事
業
運
営
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

⑤
将
来
的
巴
保
険
事
務
、
各
種
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
共
同
化
を
目
指

す
。
以
よ
の
こ
と
巴
よ
り
介
護
保
険

制
度
を
円
滑
巴
運
営
す
る
定
め
介

護
認
定
審
査
会
を
稽
山
北
部

4
町

共
同
で
実
施
す
る
こ
と
巳
な
り
ま

'
U
向
ι
。

-
介
護
保
険
制
度
巴
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
合
金
町
総
合
福

祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
内
保
健

福
祉
課
介
護
保
険
係
ま
で

(8
2
2
7
8
0
)
 • 

， 

• 
乳児他診

3歳児他康診査

股関節脱臼検査

「
知
っ
て
お
き
た
い
痴
呆
の
知
識
」

ー
痴
呆
の
症
状
に
つ
い
て

i

痴
呆
と
は
、
脳
の
働
き
が
低
下

す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

が
現
れ
日
常
生
活
を
営
む
の
が
難

し
く
な
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

痴
呆
は
老
化
に
伴
う
物
忘
れ
と

は
、
異
な
り
ま
す
が
、
痴
呆
の
初

期
症
状
は
単
な
る
物
忘
れ
と
区
別

が
つ
き
に
く
い
の
で
、
身
近
に
い

る
家
族
が
痴
呆
の
兆
候
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈記
憶
の
障
害
〉
ご
飯
を
食
べ
た

こ
と
を
忘
れ
る
、
同
じ
こ
と
を
何

度
も
繰
り
返
し
聞
い
て
く
る
な

ど。〈幻
覚
や
妄
想
〉
夜
中
に
誰
か
が

部
屋
に
い
る
と
言
い
張
っ
た
り
、

財
布
を
盗
ら
れ
た
な
ど
。

〈見
当
識
障
害
〉
日
時
や
曜
日・

季

節
な
ど
が
わ
か
ら
な
く
な
る
状

態。〈俳
佃
〉
自
分
の
い
る
と
こ
ろ
が

自
宅
と
認
識
で
き
ず
「
家
に
帰

る
」
と
い
っ
て
出
て
か
け
る
と
帰

っ
て
こ
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
自

分
が
痴
呆
で
あ
る
自
党
が
な
い

が
、
自
分
が
ど
こ
か
以
前
と
は
違

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
は
強

" 

は個別接舗となりますので希望古は予診表に記入し当日母子手帳とともに持参し、接種を畳けて下さい.

他，~相談歯科相談

、方は 保健稿祉課健成づくり官、B2-2780までご連絡下さい.
) -17日(金卜 10月12日(火)-22日(金)に実施予定です.

妊婦の方

妊婦の方
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腸炎ヒブリオ曾申書を防ぐ定めのポイント

"，" 新鮮な物を使う ア
:: 2 貰ったらすぐ流水で洗う(冷蔵庫に入れる前に)

:~: 3 冷蔵庫では1O'C以下で管理する(低温下では用殖しにくい)

4 中まで火が通るように十分加熱する(熱に弱いため)

5 酢や締干しを有効に利用する(酸性に弱いため)

容庭でできるサILモネラ曾申書を防ぐ定めのポイント
十 I ひぴ訓れた卵は民わない、使わない。

2，神入した卯はすぐに冷蔵庫に入れ、 JUJ限表示内に使い切りましょう。

3 保存は8'C以下、加熱は70'Cで1分間以上しましょう.

::: 4 制型するときの容探や器具は.使うたびに洗って消潔なものを。

5 5 調理は下準備を含め2時間まで.すぐに食べない場合は冷蔵庫へ.
6 免疫力が低下している人や、老人、乳幼児、妊娠中の女性などはなる

べ〈加熱した卵料理!を食べましょう。
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く
持
っ
て
お
り
、
周
囲
の
人
の
態

度
を
気
に
し
て
敏
感
に
反
応
し
ま

す
ロ
こ
の
た
め
、
介
護
に
あ
た
る

家
族
は
よ
り
良
い
綾
し
方
を
十
分

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
に
な
り

• • 夏
を
迎
え
て
、

ス
リ
ム
に
な
り

た
い
1

ダ
イ
エ

ッ
ト
し
よ
う
!
と

考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
つ
そ
れ
に
は
ま
ず

自
分
の
肥
満
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
に
添

っ
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

台
あ
な
た
の
理
想
(
健
康
)
体
重

は
?食3;;1.正定の理想(健康)傭置lま?

身長 (m)x身長 (m)x22=標準体重

食あな涯の肥満鹿はつ

(実測体重標準体重標準体重x100 

判定 20克未満 =やせすぎ.

-20見以上 10克未満=やせぎみ.

ー10児以上+10%未満=普通.

+10児以上+20%未満=太りぎみ.

女

体
脂
肪
率
を
測
定
し
て
見
ま
し

ょ-つ
。
肥
満
か
ど
う
か
を
正
確
に
見
極

め
る
に
は
体
重
に
お
け
る
脂
肪
割
合

を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

最
近
で
は
家
庭
で
も
簡
単
に
測

る
こ
と
が
で
き
る
体
脂
肪
剖
が
普

及
し
て
い
ま
す
。

と
し
べ
つ
保
健

ま
す
。在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介

護
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
す

る
窓
口
で
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(8
2
1
2
7
8
0
)
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今金地方食品衛生協会

八雲保他所今金支所
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セ
ン
タ
ー
に
も
l
台
あ
り
ま
す
の

で
健
康
管
理
の
た
め
に
脂
肪
率
が

知
り
た
い
と
い
う
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
と
こ
ろ
で
な
ぜ
体

脂
肪
率
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
。

実
は
体
重
が
重
い
人
H
肥
満
と
は

隈
ら
な
い
の
で
す
。
体
重
に
対
す

る
脂
肪
の
割
合
が
必
要
以
上
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
状
態
が
「
肥

満
」
な
の
で
す
。
よ
っ
て
、

体
重

だ
け
で
判
断
し
て
自
分
は
ス
リ

ム
!
と
安
心
す
る
の
は
危
険
で

す
。
見
か
け
は
ス
リ
ム
な
の
に
体

脂
肪
率
が
高
い
人
を
「
隠
れ
肥
満

タ
イ
プ
」
と
言
い
ま
す
。
太
っ
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
に
実

は
内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
た
ま
っ

て
い
る
内
臓
脂
肪
型
タ
イ
プ
。
運

動
不
足
の
人
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
若
い
頃
か
ら
細
身
の
ま
ま
な

の
に
お
腹
の
周
り
だ
け
ぽ
っ
ち
ゃ

り
し
て
き
た
人
は
要
注
意
!
こ
の

よ
う
な
タ
イ
プ
の
方
は
糖
尿
病
や

動
脈
硬
化
が
進
ん
で
脳
卒
中
・
心

筋
梗
塞
等
い
わ
ゆ
る

「死
の
凹
重

奏
」
と
な
り
や
す
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
怖
い
お
話

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
ご
自

分
の
ベ
ス
ト
体
重
に
向
け
て
ス
タ

ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

(
健
康
づ
く
り
係
保
健
婦
)
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今
金
幼
稚
園
の
園
児
が
7
月
別
日
役
場
前
の
街
頭

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
.

4
目
前
の
げ
日
に
は
、
国
道
2
3
0
号
線
の
美
利
河

地
区
で

l
人
が
死
亡
、
-
人
が
大
け
が
を
す
る
大
変

姉
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
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闘いつまでもおしあわせに

6-<:; 鈴木康之さん(大和町)=長沼恭子九(大和町)
6"-;; 上里満男さん(栄 町)=菅原奥さん(八雲町)
てイ 大口陽平さん(寒 昇)=草野香織さん(寒 昇)

て/， 川上祐ーさん(中豊田)=大谷由紀子さん(函館市)

し'lol

7月15日受付分まで
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前月対比

7， 167人(ム1)

3，447人( 0) 

3， 720人(ム1)

2， 704世帯( 1) 
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97歳

74歳

55歳

す
ぎ
が
原
因
と
見
ら
れ
、
カ
ー
ブ
で
ハ
ン
ド
ル
操
作

住民の動態

ロおた令Pょうおめでとう
吉因 果啓ちゃん 6月11日(保護者

佐々木栴すちゃん 6月23日(保護者
住吉 佑斗ちゃん 6月25日(保能者

を
繰
り
車
が
横
転
し
大
破
.
こ
れ
で
今
年
の
町
内
の

6月末現在

圏おくやみもう しあげます

内藤重蔵丸 6月23日

山椅アサさん 6月25日

栗城民子さん 7月6日

人
身
事
故
は

8
件
と
な
り
、
そ
の
内
6
件
が
閃
才
以

上
の
方
で

4
件
が
被
害
者
、

2
件
が
加
答
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
交
通
安
全
に
は
十
分
注
意

し、

5
5
運
動
(
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
・シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

人口

男

女

世帯数

用
)
の
徹
底
を
1

令令。g。

(平成8年11月初日生まれ)
日の出町 川上徹さん、准子さん
の2宜
[親から1
rtぁーもんはね、真帆って冨
うんだ本当はね、だけどちっちゃ
いから自分の事あーもんってよぶ
んだよ.おかしいねあーもん.J
明るくやさしい子になってね
あ もんちゃんl

真帆ちゃん

の診療となっておりますが、次の期日については、

診療開始時間が午後2時以降に変更となりますの

でお知らせいたします。

診療開始時間が変更となる日

8月18日(ノ，/()

9月l日(水)

小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後から

小児科外来の診療時間変更について

(今金町立国保病院)

8月B日瀬棚町周臨医科診療所 (j頼 棚)B7 -2470 

15日今金町立国保病院(今金)B 2 -0221 

22日道南ロイヤル病院(北槍山)B4 -5011 

29日岩間医院(今金)B2 -0057 

9月5日北槍山町立国保病院(北槍山)B4 -5321 

12日道南ロイヤル病院(北槍山)B4-5011 

15日今金町立国保病院(今金)B2 -0221 

※当酔l豆が急きょ変更となる場合がありますのでご7if<下さい.

※診療時間

午前10時から正午まで

午後l時から3時まで

延安のアイドル

4川上

今 ~Plfホームページ

休日当番医

(平成9年3月13日生まれ)
上稲穂 佐 木々裕さん、佐代子
さんの長宜
【親から】
歌や踊りが大好きで、寝る時に
は rtねんねえ~んころ~りよ
-Jと自分で取っています.お兄
ちゃんが太好きで、ひざの上に座
りだっこしてもらっている事もあ
ります.このまま、明るく元気
に育ってくださいね。

22日(ノ，/()
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